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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一回の経口摂取量当たり、ビサクロンを０．１５ｍｇ以上、０．３ｍｇ未満含有する組
成物であって、水分量が７重量％以下であり、及び／又は水分活性（Ａｗ）が０．７以下
である、上記組成物。
【請求項２】
　ビサクロンがウコン抽出物に由来する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　クルクミンをさらに含む、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　組成物が、顆粒状、チュアブル錠、又は粉末飲料の形態を有する、請求項１～３のいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　食品又は医薬品である、請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物を含む、二日酔いの症状の抑制剤。
【請求項７】
　二日酔いの症状が頭重感、吐き気、倦怠感、アルコール残り感、及び／又は、胃の不快
感である、請求項６に記載の抑制剤。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二日酔いの症状を抑制することが可能な、ビサクロンを含有する低水分系組
成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ウコン（ショウガ科ウコン，Ｃｕｒｃｕｍａ　ｌｏｎｇａ　ＬＩＮＮＥ）は東南アジア
を中心に、世界中の熱帯・亜熱帯地域で栽培されるショウガ科ウコン属の薬用植物である
。
【０００３】
　ウコンの根茎には３～５％のクルクミン（黄色色素）が含有される。ウコン抽出物及び
クルクミンには様々な有用性が知られている。例えば非特許文献１ではウコン抽出物含有
飲料はアルコールと一緒に摂取することにより、アルコール本来の「酔い」を適度に発現
させながら、悪酔いを防止する作用を有することが示唆されている。
【０００４】
　特許文献１にはウコン又はその抽出物を、オウバク又はその抽出物、オウレン又はその
抽出物及びショウキョウ又はその抽出物と組み合わせて含有する、二日酔いの予防・治療
のための医薬用組成物が開示されている。
【０００５】
　特許文献２にはウコンを、ニンニク加工物とともに含有する、アルコール摂取後のムカ
ツキ、吐き気、二日酔い等の不快な症状を改善する作用を有する医薬組成物が開示されて
いる。
【０００６】
　一方、依然として二日酔いの症状に対して有効な治療剤及び予防剤が求められており、
しかも食経験が豊富で安全性の高い天然由来の成分を有効成分とする治療剤及び予防剤が
求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－２２６６５０号公報
【特許文献２】ＷＯ　２００５／０３２５６９
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】浜野拓也ら、「ウコン抽出物が健常成人のアルコール代謝に及ぼす影響
の検討」、応用薬理、７２（１／２）、３１－３８（２００７）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、食経験が豊富な安全性の高い食品素材から得られる天然化合物を有効成分と
する、二日酔いの症状を抑制することが可能な組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究した結果、ウコン抽出物に含まれる
ビサクロンが二日酔い症状の抑制作用を有することを見出した。
　また、ビサクロンを低水分系の組成物とすることによって、ビサクロンの保存安定性が
高く、かつ経口摂取しやすい組成物が得られることを見出した。
　本発明はこれらの知見に基づくものである。
【００１１】
　すなわち、本発明は、以下の特徴を有する。
［１］　一回の経口摂取量当たり、ビサクロンを０．１５ｍｇ以上含有する組成物であっ
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て、水分量が７重量％以下であり、及び／又は水分活性（Ａｗ）が０．７以下である、上
記組成物。
［２］　ビサクロンがウコン抽出物に由来する、［１］の組成物。
［３］　クルクミンをさらに含む、［１］又は［２］の組成物。
［４］　組成物が、顆粒状、チュアブル錠、又は粉末飲料の形態を有する、［１］～［３
］のいずれかの組成物。
［５］　食品又は医薬品である、［１］～［４］のいずれかの組成物。
［６］　［１］～［４］のいずれかの組成物を含む、二日酔いの症状の抑制剤。
［７］　二日酔いの症状が頭重感、吐き気、倦怠感、アルコール残り感、及び／又は、胃
の不快感である、［６］の抑制剤。
［８］　ビサクロンと食用原料を混合して、水分量が７重量％以下であり、及び／又は水
分活性（Ａｗ）が０．７以下である組成物を得る工程を含む、ビサクロン含有組成物の製
造方法。
［９］　ビサクロンがウコン抽出物に由来する、［８］の方法。
［１０］　一回の経口摂取量当たり０．１５ｍｇ以上となる量にてビサクロンを食用原料
と混合する、［８］又は［９］の方法。
［１１］　ビサクロンと食用原料を混合して、水分量が７重量％以下であり、及び／又は
水分活性（Ａｗ）が０．７以下とする工程を含む、組成物中のビサクロンの安定性を向上
させる方法。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、天然化合物を有効成分とする、二日酔いの症状を抑制することが可能
な低水分系の組成物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１はビサクロンの摂取による血中エタノール濃度に対する効果を示す。
【図２】図２はビサクロン及びクルクミンの摂取による血中エタノール濃度に対する効果
を示す。
【図３】図３はビサクロン（０．１５ｍｇ）の摂取による、二日酔い症状の抑制効果を示
す。
【図４】図４は飲料組成物中のビサクロン並びに、顆粒状組成物中のビサクロンに関する
保存試験の結果を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
１．ビサクロン
　本発明において「ビサクロン」とは、ビサボラン型セスキテルペン類に分類される化合
物であり、下記の平面構造式を有する化合物又はその塩を意味する。ビサクロンは平面構
造式中＊印で示した位置に不斉炭素を有し、そのため数種の光学異性体が存在するが、本
明細書におけるビサクロンとはそのいずれの光学異性体も包含する概念である。
【化１】

【００１５】
　ビサクロンは植物原料から抽出又は精製したものであってもよいし、人為的に合成され
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たものであってもよいが、安全性の観点から植物原料から抽出又は分離／精製したものを
用いることが好ましい。
【００１６】
　前記植物原料としては、ショウガ科植物が好ましく、特にＣｕｒｃｕｍａ　ｌｏｎｇａ
（ウコン）、Ｃｕｒｃｕｍａ　ａｒｏｍａｔｉｃａ、Ｃｕｒｃｕｍａ　ｚｅｄｏａｒｉａ
、Ｃｕｒｃｕｍａ　ｐｈａｅｏｃａｕｌｉｓ、Ｃｕｒｃｕｍａ　ｋｗａｎｇｓｉｅｎｓｉ
ｓ、Ｃｕｒｃｕｍａ　ｗｅｎｙｕｊｉｎ、Ｃｕｒｃｕｍａ　ｘａｎｔｈｏｒｒｈｉｚａが
好ましい。植物原料の根茎等の適当な部位を原型のまま、あるいは適当な寸法又は形状に
カットした形態で、あるいは粉砕物の形態で、ビサクロンの製造のための原料として使用
することができる。これらの原料は適宜乾燥されたものであってよい。
【００１７】
　植物原料からのビサクロンの抽出方法は特に限定されない。例えば、水、エタノール、
メタノール、イソプロパノール、プロピレングリコール、ジエチルエーテル、石油エーテ
ル、ヘキサン、アセトン、アセトニトリル、酢酸エチル、動植物油脂、又はそれらの溶媒
の２種以上の混合物等の、ビサクロンを溶解可能な溶媒を用いて、植物原料から溶媒可溶
性成分を抽出する。抽出溶媒としては、アルコール等の親水性抽出溶媒及び／又は水が好
ましい。アルコールとしてはエタノールが好ましい。アルコールと水を混合して用いる場
合の混合比は特に限定されないが、例えば重量比で１０：９０～９０：１０の範囲が好ま
しく、２０：８０～５０：５０の範囲がより好ましい。
【００１８】
　得られた植物原料の抽出物を必要に応じてさらに、溶媒分画、クロマトグラフィー（カ
ラムクロマトグラフィー、高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）等）及び／又は再結
晶等の精製手段に付して、ビサクロンを分離又は精製してもよい。例えば、ビサクロンは
ウコンを植物原料とするメタノール抽出物を得て、当該抽出物をシリカゲルカラムでメタ
ノール及びクロロホルムを用いて溶出させ、クルクミノイド（クルクミン、デメトキシク
ルクミン、ビスデメトキシクルクミンの混合物）よりも高極性の画分より分取用ＨＰＬＣ
カラムを用いて分離又は精製することができる。
【００１９】
　本発明の組成物又は二日酔いの症状の抑制剤（以下、「本発明の組成物又は抑制剤」と
記載する。）中には、好ましくは一回の経口摂取量当たり、ビサクロンを０．１５ｍｇ以
上配合する。ビサクロンは植物原料の抽出物の形態であってもよい。すなわち、本発明の
組成物又は抑制剤中には、一回の経口摂取量当たり、ビサクロンを０．１５ｍｇ以上含有
する、上記抽出溶媒を用いて得られた植物原料の抽出物を含めることができる。あるいは
、ビサクロンは、植物原料の抽出物より分離／精製された形態であってもよい。
【００２０】
　なお、本発明の組成物又は抑制剤中のビサクロンの量は、本発明の組成物又は抑制剤を
酢酸エチル中に溶解し、遠心分離して得られた上澄み液から酢酸エチルを減圧留去後、ア
セトニトリルに溶解した液を分析サンプルとして、高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬ
Ｃ）に付すことにより求めることができる。
【００２１】
　本発明において「一回の経口摂取量」とは、本発明の組成物又は抑制剤が一度に経口摂
取される量、あるいは短い時間間隔（例えば１０分以下、好ましくは５分以下の時間）を
おいて連続的に複数回で経口摂取される総量を意味する。本発明の組成物又は抑制剤の一
回の経口摂取量とは、例えば２００ｍｇ～２５００ｍｇ、好ましくは１０００ｍｇ～２０
００ｍｇ（典型的には、２００ｍｇ、３００ｍｇ、４００ｍｇ、５００ｍｇ、６００ｍｇ
、７００ｍｇ、８００ｍｇ、９００ｍｇ、１０００ｍｇ、１１００ｍｇ、１２００ｍｇ、
１３００ｍｇ、１４００ｍｇ、１５００ｍｇ、１６００ｍｇ、１７００ｍｇ、１８００ｍ
ｇ、１９００ｍｇ、２０００ｍｇ、２１００ｍｇ、２２００ｍｇ、２３００ｍｇ、２４０
０ｍｇ、又は２５００ｍｇ）が挙げられる。以下でも「一回の経口摂取量」をこの意味で
用いる。
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【００２２】
　また、本発明において「ビサクロンを０．１５ｍｇ以上」とは、本発明の組成物又は抑
制剤の一回の経口摂取量当たり、０．１５ｍｇ以上のビサクロンが含まれる限り特に限定
はされないが、典型的には０．１５ｍｇ以上、０．２ｍｇ以上、０．３ｍｇ以上、０．４
ｍｇ以上、０．５ｍｇ以上、０．６ｍｇ以上、０．７ｍｇ以上、０．８ｍｇ以上、０．９
ｍｇ以上、１．０ｍｇ以上、又はそれ以上の量のビサクロンを含有していることを意味す
る。
【００２３】
２．ウコン色素
　本発明の組成物又は抑制剤には、ウコン色素を含めることができる。
　ウコン色素は、ウコンの根茎部分より、温時エタノールで、熱時油脂若しくはプロピレ
ングリコールで、又は室温時～熱時ヘキサン若しくはアセトンで抽出して得られるもので
あり、このようにして得られたウコン色素は主にクルクミンを含む。本発明の組成物又は
抑制剤におけるウコン色素の量は一回の経口摂取量当たり、クルクミンが３ｍｇ～１００
ｍｇ、より好ましくは５ｍｇ～７０ｍｇ、更に好ましくは２０～４５ｍｇ、典型的には５
ｍｇ、１０ｍｇ、１５ｍｇ、２０ｍｇ、２５ｍｇ、３０ｍｇ、３５ｍｇ、又は４０ｍｇと
なる量のウコン色素が配合されるのがよい。
【００２４】
　ウコン色素は微粒子化されたものを用いても良い。ウコン色素の微粒子化は、例えば以
下のような方法により、所望の微粒子サイズが得られるように粉砕処理（微粒子化処理）
して行うことができる。
【００２５】
　微粒子化処理方法としては、水難溶性物質の微粒子化処理方法として公知の方法を用い
ることができる。例えば、ウコン色素を親水性有機溶媒に溶解させた溶液を水系溶媒中に
分散させて微粒子化する方法や、ウコン色素を、乳化剤と混合した混合物を粉砕処理する
ことにより、或いは、ウコン色素を乳化剤、多糖類等を含む水系溶媒中に分散させて得た
分散液を粉砕処理することにより微粒子化する方法等が挙げられる（特開２００５－３２
８８３９号公報、特開２００４－２０８５５５号公報、特開２００９－２０１３７１号公
報、特開２００９－２６３６３８号公報）。
【００２６】
３．酸味料
　本発明の組成物又は抑制剤には、食品や医薬品などの最終的な形態において許容される
酸味料を含めることができる。酸味料としては例えば、クエン酸、リンゴ酸、グルコン酸
、酒石酸、乳酸、リン酸、又はこれらの塩等があり、これらのうちの１種又は２種以上を
利用することができる。
【００２７】
　酸味料を含めることによって、本発明の組成物又は抑制剤を喫食した場合に、酸味料が
舌に触れて唾液分泌を促進し、口腔内で固形化基材が崩壊、分散し、迅速に溶解し、その
まま唾液と一緒にのみ込むことができる。すなわち、本発明の組成物又は抑制剤は、水を
飲まずに摂取することができる。
【００２８】
　酸味料の量は特に限定されないが、次の態様で含むことが望ましい。すなわち、ビーカ
ーに入れた２０℃の水１００ｍｌに一回の経口摂取量の本発明の組成物又は抑制剤を入れ
た場合に、水のｐＨが２．０～５．０、好ましくは２．５～４．５（典型的には、２．５
以上、２．６以上、２．７以上、２．８以上、２．９以上、３．０以上、３．１以上、３
．２以上、３．３以上、３．４以上、３．５以上、３．６以上、３．７以上、３．８以上
、３．９以上、及び、４．０以下、４．５以下、５．０以下）になる量で含むことが望ま
しい。これにより、本発明の組成物又は抑制剤を口の中に入れた場合に、酸味料の作用で
唾液分泌を促進して、固形化基材を容易に崩壊、分散、溶解して喫食でき、同時に、喫食
に適した酸味、あるいはウコン抽出物及び／又はウコン色素に起因する、「苦味」や「渋
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み」等の不快な呈味を抑制することができる酸味を達成することが可能となる。酸味料と
して、クエン酸を用いる場合には、組成物中に固形分として１～２０重量％含むのがよい
。
【００２９】
４．他の成分
　本発明の組成物又は抑制剤には、食品や医薬品などの最終的な形態において許容される
成分であって、経口摂取可能な成分を含めることができる。
【００３０】
　このような成分としては例えば、固形化基材、甘味料、ビタミン類、ミネラル類、酸化
防止剤などが挙げられる。また、必要により、色素、香料、保存料、防腐剤、防かび剤な
どを添加してもよい。
【００３１】
　固形化基材としては、上記成分を固めて成形するためのバインダーとしての機能を果た
し、かつ水に容易に分散する性質を有するものであればよく、例えば、糖、糖アルコール
、澱粉、各種澱粉、デキストリン、アミノ酸等が挙げられ、これらのうちの１種又は２種
以上を利用することができる。固形化基材はさらに、一般的に結着剤として利用される、
水あめ、結晶セルロース、各種ガム剤、デキストリンと組み合わせて用いることができる
。
【００３２】
　甘味料としては、ブドウ糖、果糖、ショ糖、乳糖、麦芽糖、パラチノース、トレハロー
ス、キシロース等の単糖や二糖、異性化糖（ブドウ糖果糖液糖、果糖ブドウ糖液糖、砂糖
混合異性化糖等）、糖アルコール（エリスリトール、キシリトール、ラクチトール、パラ
チニット、ソルビトール、還元水飴等）、はちみつ、高甘味度甘味料（スクラロース、ア
セスルファムカリウム、ソーマチン、ステビア、アスパルテーム等）などが挙げられる。
【００３３】
　ビタミン類としては、ビタミンＡ、ビタミンＢ１、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６、ビタ
ミンＥ、ナイアシン、イノシトールなどが挙げられる。
【００３４】
　ミネラル類としては、ナトリウム、カルシウム、マグネシウム、亜鉛、鉄などが挙げら
れる。
【００３５】
　酸化防止剤としては、ビタミンＣ、トコフェロール（ビタミンＥ）、酵素処理ルチン、
カテキン等が挙げられる。
【００３６】
　これらの成分は、それぞれ当業者が食品や医薬品において通常採用する範囲内の量で適
宜配合することができる。
【００３７】
５．組成物の製造方法
　本発明の組成物又は抑制剤は、低水分系の組成物を製造するために一般的に用いられる
手法を用いて製造することができる。
【００３８】
　特に限定されないが、例えば、上記成分を含む原料を適量の水と共に混合し、造粒（噴
霧造粒、押出造粒、撹拌造粒、流動層造粒、転動造粒及び圧縮造粒等）、整粒、圧縮成型
、打錠等の処理を一又は複数組合わせて処理することにより製造することができる。造粒
処理としては押出造粒が特に好ましい。押出造粒の処理を施して製造された顆粒状組成物
においては、構成成分に偏りのない、均一な顆粒を得ることができる。
【００３９】
　本発明の組成物の形態は特に限定されず、顆粒剤、丸剤、錠剤、粉末剤、チュアブル錠
等の形態とすることができるが、好ましくは、水を飲まずに摂取することができる顆粒剤
やチュアブル錠、あるいは粉末飲料の形態である。



(7) JP 5759047 B1 2015.8.5

10

20

30

40

50

【００４０】
　本発明の組成物は、当該組成物の全重量あたりの水分量が７重量％以下、典型的には７
重量％以下、６重量％以下、５重量％以下、４重量％以下、またはそれ以下であることを
特徴とする。水分量の下限値は特に限定されないが、組成物の全重量あたり３重量％以上
であることが望ましい。水分量の測定は、公知の方法を用いて測定することができる。例
えば、常圧加熱乾燥法を用いたのちに乾燥助剤法（１０５℃で１６時間）にて測定するこ
とができる。また、本発明の組成物は、水分活性（Ａｗ）が０．７以下、典型的には０．
７以下、０．６以下、０．５以下、０．４以下、またはそれ以下であることを特徴とする
。水分活性の値は、組成物中に含まれる、糖質や塩等の量を調整することによって調節す
ることができる。水分活性の測定は公知の水分活性測定装置を用いて測定することができ
、例えば、ノバシーナ社製の水分活性測定装置を用いて測定することができる。本発明の
組成物において、水分量及び／又は水分活性を上記値とすることによって、組成物中にお
けるビサクロンの減衰を抑制し、保存安定性を高めることができる。
【００４１】
６．組成物及びその用途
　本発明の組成物は、アルコール摂取後の起床時のいわゆる二日酔い症状（特に、頭重感
、吐き気、倦怠感、アルコール残り感、胃の不快症状）の軽減作用を有する食品組成物又
は医薬品組成物として使用することができる。
【００４２】
　本発明の組成物は、食品として提供されてもよいし、経口投与用の医薬品として提供さ
れてもよいが、好ましくは食品である。かかる組成物は、食品や医薬品用の容器や袋とし
て使用される容器や袋に収容することが可能であり、例えば、紙、プラスチック、ガラス
、金属製の容器や袋等が挙げられる。本発明の組成物は一回の経口摂取量ごとに分包する
ことができる。組成物を容器や袋に収容する手段は任意である。
【実施例】
【００４３】
Ｉ．血中エタノール濃度に対するビサクロンの効果
　ビサクロンの血中エタノール濃度に対する効果について以下のとおり試験した。
【００４４】
１．供試動物
　各試験対象物について、７週齢のオスＳＤラット（７匹）を使用した。
【００４５】
２．試験対象物
コントロール：デキストリン（松谷化学工業株式会社）
ビサクロン：ウコン（Ｃｕｒｃｕｍａ　ｌｏｎｇａ）の根茎部分の根茎部分を水を用いて
抽出し、得られた水抽出液をメタノールにて再抽出し、得られたメタノール抽出液より分
取カラムを用いて精製したものを使用した。
　ビサクロンは、０．５ｗ／ｖ％メチルセルロース（和光純薬工業）に溶解した。
【００４６】
３．試験方法
　供試動物入荷時より本飼育開始前日まで１週間、予備飼育を行い馴化した。
　試験対象物は胃ゾンデを用いて下記投与量となるように強制胃内投与した。エタノール
は下記投与量となるように、同時に同じ経路で投与した。
デキストリン（コントロール）：デキストリン　２０１０ｍｇ／ｋｇ
ビサクロン：ビサクロン　２５０ｍｇ／ｋｇ＋デキストリン　１７６０ｍｇ／ｋｇ
エタノール：２ｇ／ｋｇ
　エタノール投与後、１０、３０、６０、１２０、１８０、２４０分時に尾静脈よりヘパ
リン加採血を行い、Ｆ－キット　エタノール（Ｊ．Ｋ．インターナショナル）を製造元の
指示書に従い用いて、各時点の血中エタノール濃度を測定した。
【００４７】
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４．試験結果
　結果を図１に示す。各結果は各時点の血中濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）の合計をそ
れぞれ示す。ビサクロンを投与することにより、血中エタノール濃度を低下できることが
確認された。
【００４８】
ＩＩ．血中エタノール濃度に対するビサクロン及びクルクミンの効果
　ビサクロン及びクルクミンの血中エタノール濃度に対する効果について以下のとおり試
験した。
【００４９】
１．供試動物
　各試験対象物について、７週齢のオスＳＤラット（８匹）を使用した。
【００５０】
２．試験対象物
コントロール：デキストリン（松谷化学工業株式会社）
クルクミン：ターメリックカラーＨＪＫ（稲畑香料株式会社）
ビサクロン：ウコン（Ｃｕｒｃｕｍａ　ｌｏｎｇａ）の根茎部分の根茎部分を水を用いて
抽出し、得られた水抽出液をメタノールにて再抽出し、得られたメタノール抽出液より分
取カラムを用いて精製したものを使用した。
　クルクミン及びビサクロンは、０．５ｗ／ｖ％メチルセルロース（和光純薬工業）（以
下、「０．５％ＭＣ」と記載する）に溶解した。
【００５１】
３．試験方法
　供試動物入荷時より本飼育開始前日まで１週間、予備飼育を行い馴化した。
　試験対象物は胃ゾンデを用いて下記投与量となるように強制胃内投与した。エタノール
は下記投与量となるように、同時に同じ経路で投与した。
クルクミンのみ：１２５ｍｇ／ｋｇ
クルクミン＋ビサクロン：クルクミン１２５ｍｇ／ｋｇ＋ビサクロン２０ｍｇ／ｋｇ
エタノール：２ｇ／ｋｇ
　エタノール投与後、１０、３０、６０、１２０、１８０、２４０分時に尾静脈よりヘパ
リン加採血を行い、Ｆ－キット　エタノール（Ｊ．Ｋ．インターナショナル）を製造元の
指示書に従い用いて、各時点の血中エタノール濃度を測定した。
【００５２】
４．試験結果
　結果を図２に示す。各結果は各時点の血中濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）の合計をそ
れぞれ示す。クルクミンを単独で投与するよりも、クルクミン及びビサクロンの混合物を
投与することにより、血中エタノール濃度をより低下できることが示され、ビサクロンが
血中エタノール濃度を低下させる効果を有することが確認された。
【００５３】
ＩＩＩ．二日酔い症状に対する効果
　ビサクロンの二日酔い症状に対する効果について以下のとおり試験した。
【００５４】
１．試験組成物（飲料）
　ビサクロン含有組成物（実施例Ａ）は、水以外の成分（粉末原料）を混合した後、水に
添加溶解して１００ｍＬの水溶液とし、９３℃に加熱したものを金属缶にホットパックし
て作製した。比較例ａはホットパックした後、さらに４０℃にて一週間保存した以外は、
上記実施例Ａと同様に作製した。各試験飲料のｐＨ値は３．１とした。ビサクロンは酸性
水溶液中、４０℃にて保存することによって分解が促進され、試験飲料中のビサクロンを
減少させることができる。
【００５５】
　ウコン色素は、ウコン（Ｃｕｒｃｕｍａ　ｌｏｎｇａ）の根茎部分をアセトンを用いて
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３０重量％のクルクミンが含有され、各組成物中にはクルクミンが３０ｍｇ含まれた。
【００５６】
　ビサクロンはウコン抽出物の形態で用いた。すなわち、ビサクロンを所定量含有するウ
コン抽出物を各組成物中に配合した。ウコン抽出物はウコン（Ｃｕｒｃｕｍａ　ｌｏｎｇ
ａ）の根茎部分の根茎部分を水を用いて抽出して得たものである。各組成物中のビサクロ
ンの量は、組成物を酢酸エチルと混合し、遠心分離して得られた上澄み液から酢酸エチル
を減圧留去後、アセトニトリルに溶解した液を分析サンプルとして、高速液体クロマトグ
ラフィー（ＨＰＬＣ）に付すことにより求めた。ＨＰＬＣは以下の条件で行った。

【００５７】
　実施例Ａ及び比較例ａは以下の組成を有した。ビサクロンが実施例Ａには０．１５ｍｇ
含まれ、比較例ａにはビサクロンが検出されなかった。
【００５８】
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【表１】

【００５９】
２．試験対象者
　試験対象者は、アルコール飲料を飲むことができる２０～６５才の男女から選抜した１
３名とした。アルコール飲料が飲めない人（自己申告）、通院中の人、服薬中の人、腎臓
・肝臓疾患に疾病のある人、各種過敏症の人は試験対象者から除外した。
【００６０】
３．試験方法
　実施例Ａ及び比較例ａについて以下の手順により二日酔い抑制効果を確認した。
　次の内容の試験を１週間を開けて２回実施した。
【００６１】
　試験前日に上記実施例Ａ又は比較例ａを摂取した後、２時間にわたって食事をしながら
飲酒した。個人ごとに酒量並びに食事のメニュー及び量を管理し、２回の試験ともほぼ同
じ酒量及び食事条件になるようにした。
【００６２】
　飲酒後に就寝し、７時間を目安として睡眠をとった。飲酒後摂取できる水の量は２００
ｍＬまでとした。起床後に二日酔いに関するアンケートを行った。
【００６３】
　以下の事項は禁止した。
　二日酔い改善効果のある医薬、食品の摂取
【００６４】
４．試験スケジュール
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　試験対象者５名に対し、実施例Ａについて前記試験（１回目の試験）を行い、次に比較
例ａについて前記試験（２回目の試験）を行った。また、試験対象者の残りの８名に対し
て比較例ａについて前記試験（１回目の試験）を行い、次に実施例Ａについて前記試験（
２回目の試験）を行った。
【００６５】
５．アンケートによる評価項目
　アンケートでは、各試験対象者に、頭痛、頭重感、吐き気、倦怠感、アルコール残り感
、胃の不快症状の６項目についてＶＡＳ法による自己評価結果を記入させた。
【００６６】
　ＶＡＳ　（Ｖｉｓｕａｌ　Ａｎａｌｏｇ　Ｓｃａｌｅ）　法とは、自覚的症状の程度を
数値化して評価する検査である。直線状に、考えられうる最高の状態を右端、最低を左端
としてその線分上に自分の状態の程度を示してもらう方法である。主観的な評価のために
臨床医学でも広く用いられており、特に同被験者間の投与前後の状態の比較などに使われ
る。
【００６７】
６．試験結果
　各試験飲料を摂取した試験での個々の評価項目について、被験者全員のＶＡＳ記入値を
集計した平均値を得た。結果を図３に示す。
【００６８】
　ビサクロン０．１５ｍｇを含有する実施例Ａでは、ビサクロンを含まない比較例ａと比
較して、二日酔い症状である頭痛、頭重感、吐き気、倦怠感、アルコール残り感、胃の不
快症状のすべての項目について抑制がみられ、特に「頭重感」や「胃の不快症状」を抑制
する作用が有意に高いことが確認された。
【００６９】
　以上の結果より、少なくとも０．１５ｍｇのビサクロンを摂取することによって、二日
酔い症状抑制効果を得られることが明らかとなった。
【００７０】
ＩＶ．保存試験
　組成物の形態によるビサクロンの保存安定性について以下のとおり試験した。
　試験には、顆粒状組成物の形態である実施例１（表２）と、飲料組成物の形態である比
較例１－５（表３）を用いた。
　顆粒状組成物は以下の手法により製造した。
【００７１】
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【表２】

【００７２】
　ウコン色素は上記「ＩＩＩ．二日酔い症状に対する効果」に記載の手法により得たもの
を使用した。
【００７３】
　ビサクロンはウコン抽出物の形態で用いた。ウコン抽出物は上記「ＩＩＩ．二日酔い症
状に対する効果」に記載の手法により得たものを使用した。ウコン抽出物中のビサクロン
の量は、抽出物を酢酸エチルと混合し、遠心分離して得られた上澄み液から酢酸エチルを
減圧留去後、アセトニトリルに溶解した液を分析サンプルとして、上記「ＩＩＩ．二日酔
い症状に対する効果」に記載の組成物中のビサクロン量の測定方法と同様に、高速液体ク
ロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）を用いて測定した。
【００７４】
（１）上記表１の配合にしたがって、ウコン色素、ビサクロンを含有するウコン抽出物、
還元麦芽糖、コーンスターチ、クエン酸、ビタミンＥ、ビタミンＣ、ナイアシン及び甘味
料を混合し、「粉体配合」を製造した。
（２）水、ビタミンＢを混合し、「加水配合」を製造した。
（３）混合機中で粉体配合に加水配合を滴下投入し、十分に混練してドウを作製した。
（４）押し出し造粒機にドウを投入し、加圧する事で粒長５ｍｍ程度の造粒物を作製した
。
（５）造粒物を流動層乾燥機で水分値７％以下、水分活性（ＡＷ）０．７以下まで乾燥さ
せた。
（６）目開き３５５μｍの篩にて微粉を篩過して顆粒状組成物を得た。
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　飲料組成物は以下の手法により製造した。
【００７５】
【表３】

【００７６】
　ウコン色素及びビサクロン（ウコン抽出物の形態）は上記「ＩＩＩ．二日酔い症状に対
する効果」に記載の手法により得たものを使用した。ウコン抽出物中のビサクロンの量は
、上記手法により測定した。
【００７７】
　各飲料組成物のｐＨ値の調整はクエン酸及び／又はクエン酸３ナトリウムを用いて行っ
た。表中のｐＨ値は品温２０℃で測定された値を指す。
【００７８】
　各飲料組成物は水以外の成分（粉末原料）を混合した後、水に添加溶解して、液体原料
を投入して１００ｍＬの水溶液とし、９３℃に加熱殺菌したものを金属缶にホットパック
して作製した。
【００７９】
　上記のようにして製造された顆粒状組成物及び各飲料組成物を、４０℃の条件下に保存
した後、各組成物中のビサクロンの量を上記「ＩＩＩ．二日酔い症状に対する効果」の実
験と同様に測定した。４０℃の条件下保存する直前のサンプルのビサクロン含量を１００
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％とした時の、各サンプルのビサクロン含量を百分率で算出した。
【００８０】
　結果を図４に示す。飲料組成物においては、経時的にビサクロン含量が減衰することが
確認された。特に、ｐＨ値が低いほど減衰速度（グラフ傾き）が早いことが確認された。
一方、顆粒状組成物においては、ビサクロン含量がわずかに減少するのみであった。
【００８１】
　これらの結果は、一定の量（又は有効量）のビサクロンを長期間にわたって安定的に保
持するためには、ビサクロン含有組成物を飲料組成物の形態とするよりも、低水分系の組
成物の形態としたほうが有利であることを示す。特に、酸味料を加えて組成物に酸味を付
与する場合においては、酸味料の添加によりｐＨ値が低くなる飲料組成物中にビサクロン
を含めるよりも、低水分系の組成物に含めた方が、ビサクロンの保存安定上、有利である
といえる。
【要約】
【課題】本発明は、食経験が豊富な安全性の高い食品素材から得られる天然化合物を有効
成分とする、二日酔いの症状を抑制することが可能な組成物を提供することを目的とする
。
【解決手段】一回の経口摂取量当たり、ビサクロンを０．１５ｍｇ以上含有する組成物で
あって、水分量が７重量％以下であり、及び／又は水分活性（Ａｗ）が０．７以下である
、上記組成物。
【選択図】なし

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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